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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こ
う！」見てね！ 

 

→ 検索 

星に願いを託すころ 

 

第９８号 

 

 

 

『唐門(からもん)』を知ろう！ 

《昨年、七夕飾りの様子》 

 早いもので、今年もすでに６月！東京も６月７日

に梅雨入りが発表され、本格的に雨の季節がやってき

ました。 

 雨の日は、外に出るのも億劫になりますが、雨の季

節には雨の季節だけの、美しいもの、楽しいことがた

くさんあります。 

 例えば、雨の日の日本庭園。しっとりと湿り気を帯

びた庭石や石碑は、晴れた日より色や柄がくっきりと

浮かび上がります。 

 それから、雨の音。静かに降る“しとしと”、勢い

良く地面に落ちる“ざーざー”、蓮の葉に当たる“パ

ラパラ”などなど。さて、今日の雨は、どんな音色を

奏でてくれるでしょう？ 

 さらに、雨上がりには、雨に洗われた木々の緑もキ

ラキラと輝きます。空の様子とご相談の上、雨の季節

のお散歩もいかがですか？ 

あなたの願いを短冊に！！ 

 今年も下記の内容で、ご来園のみなさまに、七夕

の短冊書きや飾り付けをお楽しみいただく「七夕飾

り」を開催します。 

●開催期間：７月１日(月)～７月７日(日) 

      ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

●内容：開催期間、園内・枯滝前に、笹、短冊、ペ 

    ンなど必要なものをご用意します。短冊に 

    願いごとをお書きの上、笹に飾り付けてく 

    ださい。(入園料別途)。 

 お願いごとは「～します」や「～になります」と

言い切ると、自分の中にも大きな力が生まれて、叶

う確率が高くなるそうです。 

 さて、今年、みなさまが叶えたいお願いごとは何

でしょう？星に託してみませんか？ 

 今年の５月から、来年、令和２年７月末までの予定で、

内庭の唐門復元工事が始まりました。工事中は、お通りい

ただけない場所もあり、ご不便をおかけいたしますが、み

なさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 そこで、今回はこの『唐門』をご紹介いたします。 

 
 小石川後楽園は、江戸時代初期に水戸徳川家初代藩主・

頼房が、その中屋敷(のちに上屋敷となる)に造ったもので 

二代藩主・光圀の時代に完成しました。 

 現在、東京ドームがある辺りに屋敷があり、小さな池の

ある内庭はその屋敷の庭、プライベートな空間でした。 

 そして、この唐門を境にして、大泉水(大きな池)のある

庭は「後楽園」と呼ばれ、お客様をもてなすための公的な

空間としても使われていました。 

 そこで、お客様に楽しんでいただけるよう、こちらの空

間にはたくさんの仕掛けが施されています。 

 その一つが、江戸から京都への旅気分を味わうことがで

きる設計。内庭の「江戸」から、唐門をくぐり旅に出発で

す。名勝・寝覚めの床ならぬ「寝覚めの滝」を左手に見な

がら、鬱蒼と木々が生い茂る「木曽路」を抜けると、「琵

琶湖」に見立てた大泉水が広がります。紅葉林の左手を流

れるのは、古くから紅葉の名所として名高い「龍田川」。

大泉水のほとりの大きな松は、琵琶湖の湖畔、唐崎神社の

境内にある「唐崎の松」に見立てたもの。さらに進むと、

京都の景勝地、清水寺周辺や、東福寺の通天橋、嵐山に架

かる渡月橋や大堰川を模した景色に出逢えます。 

 今のように、気軽に旅をすることができなかった時代、

話には聞いていた風景のミニチュア版。招かれたお客様た

ちも、きっと、ワクワク、ドキドキしながら、移り変わる

景色を楽しまれたことでしょう。 

 このように、現実的な内庭と、非現実的な空間の境界線

としても、唐門は大切な役目を担っていました。 

 上の写真は白黒ですが、当時の唐門は、日光東照宮のよ

うな極彩色の彫刻が施され、中国・明朝の遺臣・朱舜水に

よる『後楽園』の扁額が掛けられていたそうです。この唐

門から入り、出ることが後楽園の正しい楽しみ方といわれ

ていました。 

 しかし、残念ながら、1945(昭和 20)年、戦災により

焼失し、以後、再建されることはありませんでした。 

 そして、今回、この唐門が復元されることになりまし

た。どうか、完成をお楽しみにお待ちください。そして、 

「この門を造っている時を、知っているんだよ！イイ感じ

に年を重ねてきたね。」 

と、３０年後、４０年後、みなさまのご自慢にしていただ

けることを願います。 

 

《戦災前の唐門》 

庭園を愛でるお茶の時間 

 

             集会施設「涵徳亭」のお 

休み処(びいどろ茶寮)が、           

６月１日より営業を始めま 

した。                    

 緑が深くなった庭園を愛           

でながら、お茶の時間もいかがでしょうか？ 

？か？    

     

お薦めの時間帯は１０時から１１時のランチ営業前、そして、ランチ営業

が一段落ついた１４時過ぎから昼の部の終了時間１６時(ラストオーダーは

１５時半)まで。お一人でゆったりと、お友達とおしゃべりしながら、お抹

茶やパンケーキなどとご一緒に、楽しいひと時をお過ごしくださいね。 


